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論文内容の要旨

航海計画に必要な静的航海情報は地理情報を内包しており、これまで多数の海図と大部の水路書誌類に分割し、紙

メディアにより提供されてきた。そのため利用者は海図の精読と的確な理解により、両者の内容を有機的に統合し、

航海に必要な航海情報として入手しているのが現状であり、その情報の質と量は利用者の海図解読力に強く依存して

いる。

本論文は、このような静的航海情報利用上の不備の是正と新たな利用形態の創出のために、静的航海情報のディジ

タル化と所要の情報の自動検索を可能にする仕組みを提案し、これを用いた航路選定および航海計画立案を支援する

システムの構成についてまとめたものである。その核となるものが、海図を分割してセルと名付けた地理的区画を採

用した地理情報表記法であるo この方法は、輪郭線による形状表現法等にはない情報格納構造を備えており、セルに

問い合わせれば格納情報をすべて提供できるという特性をもっo

このセルによる地理情報表現法により、利用者の能力に依存せず、均一な質と量の静的航海情報を提供可能な航路

選定および航海計画立案支援システムの構築を実現した。また、セルに埋め込み可能なすべての静的航海情報を一元

的に管理・運用することができることを示唆した。

一方、 ARPA レーダに全面的に依存する測距システムの脆弱さを是正するために、画像処理・理解による新たな

測距システムの構築を提案した。具体的には、一枚の他船実画像から船舶間相対距離を抽出することであり、その際

に測距式が重要となる o 平面上に存在する対象物までの距離は透視図法により計算できるが、他船実画像のように球

面かっ光の屈折を考慮する場合の測距式は今までに存在しな L 、。本論文では、球面の曲率と大気中の光の屈折を考慮、

した測距理論式を考案し、それを用いた測距システムを構築した。

この測距システムにより得られた相対距離の精度は、船舶避航において実用上十分であることから、測距理論式の

有効性と使用範囲を限定した画像処理・理解による測距システム構築の可能性を示した。

論文審査の結果の要旨

航海計画に必要な静的航海情報は、多数の海図と大部の水路書誌類にまとめられ 紙メディアにより提供されてき

qo 

可
t

n
『υ



た。利用者は海図を熟知することにより両者の内容を有機的に統合し、航海に必要な航海情報を入手しており、その

情報の質と量は利用者の海図解読力に強く依存している。本論文は、現行システムの組織上の不備の原因を解明し、、

その是正の方策を提案している o これにより、従来熟練航海士が担っていた所要の情報獲得の作業を静的航海情報の

ディジタル化を通じた自動検索により代替する仕組みが判明し、航路選定および航海計画立案を支援するシステムの

構成が明らかになる o また、現用の動的航海情報の獲得手段に対し画像処理を利用した補強手段についても研究して

いる o これらの研究の主な成果はつぎのようにまとめられるO

(1)最も基礎となる提案は、海図を経緯 1 度の区画に分割してセルと名付け、これをセルの南西端の経緯度によって代

表させた地理情報表記法である o セルにはその地点に関連するすべての静的航海情報が埋め込み可能であり、これを

一元的に管理・運用できる。この特性が従来熟練航海士が担っていた海図と航海情報の統合を実現する基礎をなして

いる。

(2)セルの実際上の大きさである経緯 l 度の区画は、航海上は通常約 3 分の行程に相当する適切な単位であり、情報格

納のための海図の分割単位としても過度の細分化には当たらな L 、。

(3)所要の航海情報の検索には、予定航路等をセル集合によって表し、セル表示された海図との共通集合を取ることに

より、それらのセルに格納された情報を取得すればよ L、。これらを基に、必要な紙海図の選定、予定航路に関する水

路誌記載情報の検索および予定航路に沿った潮流・風情報検索のコンピュータ化が可能になる o

(4)また、 ARPA レーダに全面的に依存する測距システムの脆弱さを是正するため、一枚の他船実画像から画像処理

による船舶間相対距離を抽出する。その際に用いられる測距式は球面かっ光の屈折を考慮、する必要があり、この条件

を満足する測距理論式を導出し、相対距離の精度は船舶避航において実用上十分であることを実験的に検証しているo

以上の研究成果は、これまで未開拓であった航海情報のディジタル化による船舶の安全・効率的運航支援を実現す

るものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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